
昭和二十四年厚生省令第三十七号

死体解剖保存法施行規則

死体解剖保存法施行規則を次のように定める。

第一条　死体解剖保存法（昭和二十四年法律第二百四号。以下法という。）第二条第一項の規定による許可を受けようとする者は、左の事

項を記載した申請書に、死亡の事実を証明する書類（第一号書式）及び解剖に関する遺族の承諾書（第二号書式）又は法第七条第二号の

規定に該当することを証する証明書（第三号書式）並びに医師及び歯科医師でない者にあつてはその履歴書を添えて、解剖をしようとす

る地の保健所長に提出しなければならない。

一　住所、氏名及び年齢

二　医師又は歯科医師であるときはその旨

三　解剖を必要とする理由

四　解剖をしようとする場所

五　解剖に関する履歴の詳細（解剖に従事した学校又は病院の名称、経験年数、剖検数等を明記のこと。）

第二条　削除

第三条　死体解剖保存法施行令（以下「令」という。）第一条第一項の申請書は、第四号書式によるものとする。

２　令第一条第一項の規定により、前項の申請書に添えなければならない解剖に関する経歴を証する書類及び履歴書は、第五号書式及び第

五号の二書式によるものとする。

３　令第一条第二項の手数料の額は、九千四百円とする。

第四条　令第三条第三項の手数料の額は、二千九百円とする。

第五条　前二条の規定による手数料を納めるには、手数料の額に相当する収入印紙を申請書にはらなければならない。

第六条　削除

第七条　法第十二条の規定により死体の交付を受けようとする学校長は、死体交付申請書（第六号書式）を当該市町村長に提出しなければ

ならない。

第八条　法第十三条第一項の規定による死体交付証明書は、第七号書式又は第八号書式によるものとする。

附　則

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和二五年一二月一九日厚生省令第六一号）

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和二九年五月一日厚生省令第一八号）

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和二九年七月二六日厚生省令第四五号）

この省令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和五三年三月二九日厚生省令第一一号）

この省令は、昭和五十三年四月一日から施行する。

附　則　（昭和五九年四月一三日厚生省令第二五号）

この省令は、昭和五十九年四月二十日から施行する。

附　則　（昭和六二年三月二三日厚生省令第一四号）

この省令は、昭和六十二年四月一日から施行する。

附　則　（平成三年三月一九日厚生省令第一〇号）

この省令は、平成三年四月一日から施行する。

附　則　（平成六年三月三〇日厚生省令第一九号）

この省令は、平成六年四月一日から施行する。

附　則　（平成九年三月二七日厚生省令第二五号）

この省令は、平成九年四月一日から施行する。

附　則　（平成一一年一月一一日厚生省令第二号）

１　この省令は、公布の日から施行する。

２　この省令の施行の際現にあるこの省令による改正前の様式による用紙については、当分の間、これを取り繕って使用することができ

る。

附　則　（平成一二年三月三〇日厚生省令第五五号）

この省令は、平成十二年四月一日から施行する。

附　則　（平成一二年一〇月二〇日厚生省令第一二七号）　抄

（施行期日）

１　この省令は、内閣法の一部を改正する法律（平成十一年法律第八十八号）の施行の日（平成十三年一月六日）から施行する。

（様式に関する経過措置）

３　この省令の施行の際現にあるこの省令による改正前の様式（次項において「旧様式」という。）により使用されている書類は、この省

令による改正後の様式によるものとみなす。

４　この省令の施行の際現にある旧様式による用紙については、当分の間、これを取り繕って使用することができる。

附　則　（平成三〇年一二月一一日厚生労働省令第一四一号）

（施行期日）

１　この省令は、公布の日から施行する。

（経過措置）

２　この省令の施行の際現にあるこの省令による改正前の様式（次項において「旧様式」という。）により使用されている書類は、この省

令による改正後の様式によるものとみなす。

３　この省令の施行の際現にある旧様式による用紙については、当分の間、これを取り繕って使用することができる。

附　則　（令和二年一二月二五日厚生労働省令第二〇八号）　抄

（施行期日）

第一条　この省令は、公布の日から施行する。
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（経過措置）

第二条　この省令の施行の際現にあるこの省令による改正前の様式（次項において「旧様式」という。）により使用されている書類は、こ

の省令による改正後の様式によるものとみなす。

２　この省令の施行の際現にある旧様式による用紙については、当分の間、これを取り繕って使用することができる。
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第二号書式
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第三号書式
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第四号書式

第
四
号
書
式 

 

死 

体 

解 

剖 

資 

格 

認 
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申 

請 

書 

 

住 

所 

 

氏 

名 

 

年 
 

月 
 

日
生 

 

一 

医
師
又
は
歯
科
医
師
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
免
許
を
受
け
た
年
月
日
及
び
医
籍
又
は
歯
科
医 

籍
登
録
番
号 

 

二 

主
と
し
て
行
お
う
と
す
る
解
剖
の
種
類
（
系
統
、
病
理
、
法
医
の
別
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三 

主
と
し
て
行
お
う
と
す
る
場
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四 

罰
金
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の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
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無
（
あ
る
と
き
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そ
の
罪
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び
刑
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右
に
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り
資
格
を
申
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さ
れ
た
い
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年 
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氏 

名 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

   
 
 
 

厚
生
労
働
大
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（
注
意
） 

氏
名
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つ
い
て
は
、
記
名
押
印
又
は
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
。 
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第五号書式

第
五
号
書
式 
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又
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そ
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他
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設
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に
お
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剖
業
務
に
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し
た
年
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三 

右
期
間
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に
解
剖
業
務
に
従
事
し
た
死
体
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右
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通
り
相
違
な
い
こ
と
を
証
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す
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大
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病
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究
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第五号の二書式

第
五
号
の
二
書
式 

履 

歴 

書 

（
ふ
り
が
な
） 

氏 
 
 
 

名 

年 
 

月 
 

日
生 

現 

住 
 

所 
 

一 

学 

歴 

     

二 

職 

歴 

     

三 

解
剖
歴 

       

四 

指
導
者
の
略
歴 

    

（
注
意
） 

１ 

二
の
職
歴
中
「
所
属
」
と
は
、
例
え
ば
解
剖
学
講
座
、
病
理
学
講
座
、
法
医
学
講
座
、
医
療
施
設
の
病
理
部

門
等
。 

「
備
考
」
の
欄
に
は
、
非
常
勤
の
場
合
は
、
そ
の
勤
務
状
況
を
記
載
す
る
こ
と
。 

２ 

四
の
「
指
導
者
の
略
歴
」
に
は
、
大
学
教
授
、
准
教
授
で
あ
る
場
合
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、
そ
の
旨
、
死
体
解
剖
資
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認
定 

を
受
け
た
者
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あ
る
場
合
は
、
そ
の
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の
所
属
と
認
定
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
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設
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剖
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種
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名 

 

  自
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月

日 
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月

日 

 施

設

名 

 所

属 

 職

 

名 

 備

 

考 
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第六号書式

第
六
号
書
式 

  

解 

剖 

用 

死 

体 

（ 

死 

胎 

） 

交 

付 

申 

請 

書 

   

一 

死
者
の
氏
名
、
性
別
及
び
年
令
（
死
胎
の
場
合
は
、
父
母
の
氏
名
、
性
別
及
び
妊
娠
月
数)

 

 

二 

死
亡
の
年
月
日
時
（
死
胎
の
場
合
は
、
分
べ
ん
、
、
年
月
日
時
） 

 

三 

解
剖
の
目
的 

 

四 
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葬
又
は
火
葬
の
予
定
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所 
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に
よ
り
死
体
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付
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た
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（ 
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学 
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部 
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長 
 
 

 

 

氏 

名 
 

 

    
 
 
 

市 

町 
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長 
 

殿 

 
 
 
 

 

9



第七号書式

 

第七号書式  
 
 
 
 

解
剖
用
死
体
交
付
証
明
書(

死
胎
の
場
合
を
除
く
。) 

 

一 

死
亡
者
の
本
籍 

 

二 

死
亡
者
の
住
所 

 
三 

死
亡
者
の
氏
名 

 

四 
性
別 

 

五 
出
生
年
月
日 

 

六 

直
接
死
因
及
び
間
接
死
因 

 

七 

死
亡
年
月
日
時 

 

八 

死
亡
の
場
所 

 

九 

埋
葬
又
は
火
葬
の
予
定
場
所 

 

十 

引
渡
学
校
長
名 

 
 

死
体
解
剖
保
存
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
き
上
記
の
死
体
を
交
付
す

る
こ
と
を
証
明
す
る
。 

 
 
 
 

年 
 

月 
 

日 
市
町
村
長 

氏

名
印 

 

 
 

「
註
」 

死
因
が
法
定
伝
染
病
で
あ
る
と
き
は
死
因
欄
中
に
そ
の
旨
を
附
記

す
る
こ
と
。 
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第八号書式

 

第八号書式  
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母
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六 
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べ
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、
、
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日
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七 
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、
、
の
場
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八 

埋
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又
は
火
葬
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予
定
場
所 
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引
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学
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名 

 
 

死
体
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存
法
第
十
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条
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上
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を
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る
こ
と
を
証
明
す
る
。 

 
 
 
 

年 
 

月 
 

日 

市
町
村
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氏

名
印 
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